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自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
統
合
協
議
や
大

手
電
機
メ
ー
カ
ー
の
組
織
の
大
変
革
、

工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
の
Ｍ
＆
Ａ
交
渉
な

ど
、
日
本
の
製
造
業
界
は
今
日
も
賑
や

か
だ
。
さ
ら
に
激
し
く
な
る
競
争
の
な

か
、
勝
ち
筋
を
つ
か
む
、
ま
た
は
生
き

残
り
の
た
め
に
活
路
を
求
め
る
の
は
当

然
の
こ
と
で
、
何
も
せ
ず
停
滞
す
る
よ
り
よ
っ

ぽ
ど
良
い
。
盛
者
必
衰
は
世
の
理
だ
か
ら
仕
方

な
い
の
だ
が
、
一
抹
の
不
安
や
寂
し
さ
を
感
じ

る
の
も
正
直
な
と
こ
ろ
だ
▼
日
本
は
良
く
も
悪

く
も
「
中
庸
」
を
尊
ぶ
文
化
か
ら
か
、
知
ら
ぬ

う
ち
に
そ
の
立
ち
位
置
も
中
庸
に
あ
る
こ
と
が

多
い
。
製
造
業
で
も
そ
う
だ
。
例
え
ば
、
日
本

の
製
造
業
は
素
材
や
装
置
生
産
技
術
に
強
み
を

持
ち
、
社
会
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
と

普
及
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
を
、
技
術
を
通

じ
て
サ
ポ
ー
ト
し
、
黒
子
の
役
割
を
果
た
し
て

き
た
。
そ
の
活
動
は
地
味
で
目
立
た
ず
、
大
き

な
利
益
を
獲
得
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
技

術
が
進
歩
し
て
い
く
、
社
会
が
発
展
し
て
い
く

た
め
に
は
絶
対
に
必
要
な
役
割
で
あ
る
。
そ
こ

に
強
み
を
持
つ
国
は
決
し
て
多
く
な
く
、
チ
ャ

ン
ス
で
あ
り
、
死
守
す
べ
き
ポ
ジ
シ
ョ
ン
な
の

だ
▼
世
界
中
、
特
に
米
国
と
中
国
で
自
動
車
、

半
導
体
、
Ａ
Ｉ
や
各
種
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
領
域

で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
対
し
日
本
に
は
そ
う
し
た
動
き
が
少
な
い
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
き
て
い
な
い
と
悲
観
し

た
り
、
疑
問
視
す
る
声
も
あ
る
が
、
人
に
得
手

不
得
手
が
あ
る
よ
う
に
、
国
や
文
化
に
も
得
意

な
領
域
と
そ
う
で
な
い
領
域
が
あ
る
。
日
本
は

歴
史
的
に
、
既
存
の
も
の
を
真
似
し
た
り
、
手

を
加
え
て
改
良
し
た
り
す
る
の
が
得
意
だ
。
そ

う
し
て
技
術
を
磨
き
、
そ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
し

て
の
し
上
が
っ
て
き
た
。
だ
っ
た
ら
こ
れ
か
ら

も
そ
れ
を
磨
け
ば
い
い
。
黒
子
に
徹
し
、
黒
子

で
稼
ぐ
。
中
庸
に
徹
し
、
中
庸
で
稼
ぐ
。
世
界

中
と
友
好
関
係
に
あ
り
、
技
術
を
持
っ
て
い
る

強
み
を
生
か
し
、
し
た
た
か
に
勝
ち
を
積
み
上

げ
る
こ
と
が
重
要
だ
。

中庸に徹し、中庸で稼ぐ　日本の製造業に必要なのは「したたかさ」だ

　
【
お
知
ら
せ
】

　
次
号
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ

ョ
ン
新
聞
は
、
２
月
19
日

に
発
行
い
た
し
ま
す
。

 

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

制
御
用
リ
レ
ー
な
ど
の
売
上

が
現
象
し
て
４
・
４
％
減
、

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
＆
セ
ン

シ
ン
グ
事
業
は
米
国
で
Ｐ
Ｌ

Ｃ
の
売
上
が
減
少
し
17
・
８

％
減
、
安
全
・
防
爆
事
業
は

流
通
在
庫
調
整
や
工
作
機
械

や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
需
要
減

少
を
受
け
て
８
・
９
％
減
と

な
っ
た
。

　
通
期
業
績
予
想
の
修
正
は

な
く
、
売
上
高
６
６
９
億
円

（
８
・
０
％
減
）
、
営
業
利

益
は
32
億
１
０
０
０
万
円

（
48
・
９
％
減
）
、
純
利
益

は
14
億
２
０
０
０
万
円
（
67

・
８
％
減
）
と
し
て
い
る
。

ま
た
構
造
改
革
と
し
て
進
め

て
い
る
米
州
事
業
の
強
化
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｍ
と
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
で
別
々
に
拠

点
を
構
え
て
事
業
を
展
開
し

て
い
た
の
に
対
し
、
２
０
２

５
年
４
月
に
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｍ
の
米

国
拠
点
を
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
に
統
合

し
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｍ
は
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
展
開
し
て
い
く
。
さ

ら
に
、
１
０
０
億
円
を
投
じ

て
２
０
２
５
年
12
月
ま
で
に

開
発
、
生
産
、
物
流
機
能
を

持
つ
本
社
を
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
に
建
設

す
る
。
統
合
を
通
じ
て
米
国

を
最
重
要
市
場
と
位
置
付

け
、
米
国
市
場
で
地
産
地
消

で
き
る
体
制
を
整
備
し
、
Ｉ

Ｄ
Ｅ
Ｃ
ブ
ラ
ン
ド
は
オ
イ
ル

＆
ガ
ス
や
Ａ
Ｇ
Ｖ
・
Ａ
Ｍ
Ｒ

な
ど
新
市
場
向
け
の
売
上
拡

大
を
目
指
し
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｍ
ブ

ラ
ン
ド
は
建
機
や
農
機
な
ど

へ
の
カ
ス
タ
ム
展
開
を
拡
大

し
て
い
く
。

Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
、減
収
減
益

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｍ
と
米
拠
点
統
合

事
業
強
化

　
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
は
、
２
０
２
５

年
３
月
期
第
３
四
半
期
を
発

表
し
、
売
上
高
は
４
９
４
億

７
０
０
０
万
円
（
前
年
同
期

比
９
・
０
％
減
）
、
営
業
利

益
は
23
億
１
０
０
万
円
（
50

・
５
％
減
）
、
純
利
益
は
16

億
１
６
０
０
万
円
（
53
・
０

％
減
）
の
減
収
減
益
と
な
っ

た
。

　
仕
向
地
別
で
は
、
国
内
は

13
・
７
％
減
の
１
７
４
億
６

９
０
０
万
円
。
ロ
ボ
ッ
ト
や

工
作
機
械
な
ど
主
要
産
業
で

の
足
踏
み
感
や
流
通
在
庫
の

調
整
局
面
も
あ
っ
て
現
象
し

た
。
海
外
は
６
・
１
％
減
の

３
２
０
億
円
。
米
州
は
為
替

影
響
も
あ
っ
て
０
・
９
％
増

の
微
増
と
な
り
、
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ａ

は
欧
州
の
景
気
低
迷
、
地
政

学
上
リ
ス
ク
の
影
響
も
あ
っ

て
５
・
４
％
減
、
ア
ジ
ア
・

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
は
中
国
経
済

の
景
気
原
則
の
影
響
で
12
・

９
％
減
と
な
っ
た
。

　
製
品
別
で
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
で
の
流
通
在
庫
の
影
響
に

よ
り
、
各
事
業
で
売
上
高
は

減
少
。
Ｈ
Ｍ
Ｉ
事
業
は
日
本

で
の
流
通
在
庫
の
調
整
が
継

続
し
て
５
・
４
％
減
、
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ア
ル
コ
ン
ポ
ー
ネ

ン
ツ
事
業
は
中
国
市
場
で
の

御
事
業
は
、
売
上
高
３
８
３

６
億
７
０
０
万
円
（
５
・
１

％
増
）
、
営
業
利
益
は
５
３

５
億
８
６
０
０
万
円
（
３
・

７
％
増
）
と
な
り
、
受
注
は

中
東
が
牽
引
し
て
大
幅
に
増

加
し
た
。
サ
ブ
セ
グ
メ
ン
ト

で
は
エ
ナ
ジ
ー
＆
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
が
受
注
、
売
上
共

に
伸
長
し
た
。
測
定
器
事
業

は
、
売
上
高
２
２
３
億
９
３

０
０
万
円
（
９
・
１
％
減
）、

営
業
利
益
は
48
億
６
０
０
０

万
円
（
31
・
７
％
減
）
。
新

事
業
他
は
、
売
上
高
28
億
８

５
０
０
万
円
（
12
・
９
％

減
）
、
営
業
損
失
は
３
０
０

０
万
円
と
な
っ
た
。

　
通
期
業
績
予
想
は
、
為
替

レ
ー
ト
前
提
の
見
直
し
と
実

績
を
踏
ま
え
、
売
上
高
５
６

３
０
億
円
（
４
・
２
％
増
）、

営
業
利
益
は
７
９
０
億
円

（
０
・
３
％
増
）
、
純
利
益

は
５
１
０
億
円
（
17
・
３
％

減
）
に
上
方
修
正
し
た
。

横
河
電
機
は
増
収
減
益

中
東
で
受
注
が
大
幅
拡
大

　
横
河
電
機
は
、
２
０
２
５

年
３
月
期
第
３
四
半
期
決
算

を
発
表
し
、
売
上
高
は
４
０

８
８
億
８
７
０
０
万
円
（
前

年
同
期
比
４
・
０
％
増
）
、

営
業
利
益
は
５
８
４
億
１
６

０
０
万
円
（
０
・
１
％
増
）、

純
利
益
は
３
８
７
億
円
（
25

・
７
％
減
）
。
受
注
は
中
東

が
牽
引
し
て
大
幅
に
増
加

し
、
売
上
高
は
為
替
影
響
に

よ
り
増
加
し
、
純
利
益
は
前

年
の
投
資
有
価
証
券
売
却
益

を
計
上
し
た
反
動
な
ど
に
よ

り
増
収
減
益
と
な
っ
た
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、
制

２
０
２
４
年
度
３
Ｑ
決
算

売
上
・
利
益
は
過
去
最
高

三
菱
電
機

通
期
予
想
も
上
方
修
正

　
三
菱
電
機
は
、
２
０
２
５

年
３
月
期
第
３
四
半
期
決
算

を
発
表
し
、
売
上
高
は
４
兆

３
億
５
１
０
０
万
円
（
前
年

同
期
比
５
・
８
％
増
）
、
営

業
利
益
は
３
０
３
５
億
５
５

０
０
万
円
（
36
・
５
％

増
）
、
純
利
益
は
３
４
０
７

億
９
５
０
０
万
円
（
８
・
０

％
増
）
の
増
収
増
益
と
な
っ

た
。
３
Ｑ
と
し
て
も
売
上
高

１
兆
３
５
６
７
億
円
、
営
業

利
益
１
２
６
８
億
円
で
、
売

上
高
、
営
業
利
益
と
も
に
過

去
最
高
を
更
新
し
た
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
に
つ
い

て
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
・
モ

ビ
リ
テ
ィ
は
苦
戦
が
継
続
。

売
上
高
４
０
７
０
億
円
（
２

２
０
億
円
減
）
、
営
業
利
益

は
２
０
６
億
円
（
２
１
８
億

円
減
）
で
減
収
減
益
と
な
っ

た
。
う
ち
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
事

業
は
売
上
高
１
８
２
５
億
円

（
７
億
円
減
）
、
営
業
利
益

は
１
４
１
億
円
（
７
億
円

減
）
で
こ
ち
ら
も
減
収
減

益
。
脱
炭
素
関
連
分
野
で
の

需
要
停
滞
が
継
続
し
た
が
、

中
国
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

工
作
機
械
関
連
の
需
要
や
日

本
・
中
国
・
台
湾
に
お
け
る

Ａ
Ｉ
関
連
の
半
導
体
な
ど
の

設
備
投
資
需
要
が
増
加
し
、

売
上
高
は
ほ
ぼ
前
年
並
み
だ

っ
た
が
、
受
注
高
は
前
年
同

期
を
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た

Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
の
受
注
は
２

０
２
３
年
度
４
Q
か
ら
回
復

し
は
じ
め
て
お
り
、
１
Ｑ
、

２
Ｑ
、
３
Ｑ
と
も
に
受
注
額

は
前
年
同
期
比
、
前
四
半
期

よ
り
プ
ラ
ス
で
推
移
し
て
お

り
、
受
注
の
回
復
が
進
ん
で

い
る
。

　
ラ
イ
フ
は
売
上
高
５
３
９

６
億
円
（
６
７
３
億
円

増
）
、
営
業
利
益
３
９
９
億

円
（
１
８
４
億
円
増
）
と
好

調
。
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
は
、
受

注
は
国
内
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

事
業
や
ア
ジ
ア
が
増
加
し
、

空
調
家
電
は
、
欧
州
は
需
要

停
滞
が
続
い
た
が
、
ア
ジ
ア

や
北
米
で
空
調
機
器
の
需
要

が
堅
調
に
推
移
し
、
円
安
影

響
や
価
格
改
善
効
果
も
あ
っ

て
好
調
だ
っ
た
。

　
イ
ン
フ
ラ
は
、
売
上
高
２

９
９
３
億
円
（
６
５
８
億
円

増
）
、
営
業
利
益
は
３
０
５

億
円
（
２
０
６
億
円
増
）
で

好
調
。
社
会
シ
ス
テ
ム
は
国

内
の
交
通
事
業
や
公
共
事
業

の
設
備
投
資
が
増
加
し
、
電

力
シ
ス
テ
ム
は
海
外
の
電
力

流
通
事
業
や
発
電
事
業
の
が

増
加
し
、
防
衛
・
宇
宙
シ
ス

テ
ム
は
政
府
関
連
予
算
の
増

加
な
ど
に
よ
り
需
要
が
堅
調

に
推
移
し
、
大
口
案
件
の
増

加
も
あ
っ
て
好
調
だ
っ
た
。

　
通
期
業
績
見
通
し
に
つ
い

て
、
売
上
高
を
上
方
修
正

し
、
売
上
高
５
兆
４
０
０
０

億
円
（
２
・
７
％
増
）
で
前

回
見
通
し
か
ら
１
０
０
億
円

増
、
営
業
利
益
４
０
０
０
億

円
（
21
・
８
％
増
）
と
純
利

益
は
４
３
０
０
億
円
（
17
・

５
％
増
）
と
し
て
い
る
。

ア
ズ
ビ
ル
、増
収
増
益

Ｂ
Ａ
事
業
が
大
き
く
増
加

　
ア
ズ
ビ
ル
は
、
２
０
２
５

年
３
月
期
第
３
四
半
期
決
算

を
発
表
し
、
売
上
高
は
２
１

７
９
億
７
０
０
万
円
（
前
年

同
期
比
６
・
１
％
増
）
、
営

業
利
益
は
２
６
８
億
円
（
15

・
５
％
増
）
、
純
利
益
は
２

８
６
億
９
５
０
０
万
円
（
49

・
７
％
増
）
の
増
収
増
益
と

な
っ
た
。
Ｂ
Ａ
事
業
が
大
き

く
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
受

注
高
、
売
上
高
と
も
に
増
加

し
、
ア
ズ
ビ
ル
テ
ル
ス
タ
ー

の
出
資
持
分
譲
渡
の
完
了
に

よ
る
売
却
益
の
形
状
に
よ
り

四
半
期
純
利
益
は
大
き
く
増

加
し
た
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、
Ｂ

Ａ
事
業
は
受
注
高
１
１
７
６

億
円
（
８
・
９
％
増
）
、
売

上
高
１
０
２
５
億
円
（
13
・

２
％
増
）
、
セ
グ
メ
ン
ト
利

益
１
４
１
億
円
（
47
・
９
％

増
）
と
大
幅
に
伸
長
。
新
設

か
ら
既
設
建
物
向
け
サ
ー
ビ

ス
、
海
外
ま
で
全
分
野
で
増

加
し
た
。

　
Ａ
Ａ
事
業
は
、
受
注
高
７

４
４
億
円
（
３
・
４
％

減
）
、
売
上
高
７
８
２
億
円

（
０
・
５
％
減
）
、
セ
グ
メ

ン
ト
利
益
１
１
７
億
円
（
７

・
０
％
減
）
。
Ｐ
Ａ
市
場
は

国
内
の
保
守
・
改
造
需
要
を

中
心
に
堅
調
に
推
移
し
、
Ｆ

Ａ
市
場
は
中
国
市
況
回
復
の

遅
れ
も
あ
っ
て
低
調
な
な

か
、
受
注
は
低
迷
し
た
が
、

売
上
高
は
調
達
難
の
段
階
的

な
解
消
で
納
期
が
改
善
さ

れ
、
ほ
ぼ
横
ば
い
を
維
持
し

た
。

　
Ｌ
Ａ
事
業
は
、
受
注
高
４

０
３
億
円
（
０
・
９
％

増
）
、
売
上
高
３
８
４
億
円

（
２
・
２
％
増
）
、
セ
グ
メ

ン
ト
利
益
９
億
円
（
８
・
２

％
減
）
。
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
Ｌ

Ｓ
Ｅ
）
分
野
が
円
安
影
響
に

よ
り
受
注
高
と
売
上
高
が
増

加
し
た
。

　
エ
リ
ア
別
売
上
高
は
、
海

外
売
上
高
は
５
１
３
億
円

で
、
海
外
売
上
高
比
率
は
23

・
６
％
と
な
っ
た
。
Ｂ
Ａ
事

業
が
ア
ジ
ア
、
中
国
で
大
き

く
伸
長
し
、
Ａ
Ａ
事
業
は
Ｆ

Ａ
市
場
の
市
況
低
迷
が
北
米

以
外
で
継
続
し
減
少
。
Ｌ
Ａ

事
業
は
円
安
影
響
で
増
加
し

た
。

　
通
期
業
績
予
想
に
変
更
は

な
く
、
売
上
高
３
０
１
０
億

円
（
３
・
５
％
増
）
、
営
業

利
益
は
４
０
２
億
円
（
９
・

１
％
増
）
、
純
利
益
３
８
０

億
円
（
25
・
８
％
増
）
と
し

て
い
る
。
Ｂ
Ａ
事
業
の
好
調

さ
を
主
因
と
し
て
４
期
連
続

の
増
収
増
益
を
見
込
ん
で
い

る
。

売
上
高
7752
億
円

増
収
増
益
に　

キ
ー
エ
ン
ス

　
キ
ー
エ
ン
ス
は
、
２
０
２

５
年
３
月
期
第
３
四
半
期
決

算
を
発
表
し
、
売
上
高
は
７

７
５
１
億
９
０
０
０
万
円

（
前
年
同
期
比
９
・
６
％

増
）
、
営
業
利
益
は
３
９
７

０
億
３
３
０
０
万
円
（
10
・

４
％
増
）
、
純
利
益
は
２
９

１
７
億
６
５
０
０
万
円
（
９

・
５
％
増
）
の
増
収
増
益
と

な
っ
た
。

過
去
８
番
目
の
高
水
準

外
需
好
調
、内
需
伸
び
悩
む

　
日
本
能
率
協
会
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
主
催
に
よ
る
「
２

０
２
５
も
の
づ
く
り
川
柳
大

賞
」
の
入
選
作
が
決
定
し

た
。
応
募
総
数
は
６
１
６
句

の
な
か
か
ら
入
選
作
５
句
、

佳
作
10
句
が
選
ば
れ
た
。

　
最
高
賞
の
大
賞
に
選
ば
れ

た
の
は
、
「
自
動
化
で
　
進

む
作
業
と
　
減
る
知
識
」

（
姫
野
龍
成
さ
ん
、
住
友
化

学
・
大
分
工
場
）
。
審
査
委

員
か
ら
は
「
ヒ
ト
の
能
力
を

低
下
さ
せ
ず
に
、
効
率
的
な

も
の
づ
く
り
を
実
現
す
る
設

備
を
生
み
出
す
の
も
、
今
後

の
Ｔ
Ｐ
Ｍ
の
大
事
な
使
命
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」

と
評
価
さ
れ
た
。

　
優
秀
賞
は
「
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
　
載
せ
て
も
ら
え
ぬ
　
オ

レ
の
勘
」
（
柴
田
徹
さ
ん
、

国
立
印
刷
局
・
岡
山
工

場
）
、
「
老
朽
化
　
油
は
漏

れ
る
　
知
恵
枯
れ
る
」
（
野

村
佳
隆
さ
ん
、
デ
ン
ソ
ー
・

安
城
製
作
所
）
、
ユ
ー
モ
ア

賞
は
「
危
険
予
知
　
顔
色
伺

う
　
機
嫌
ヨ
シ
」
（
興
野
光

さ
ん
、
Ｊ
Ｘ
金
属
株
式
会
社

・
日
立
事
業
所
）
、
世
相
賞

は
「
生
産
性
　
上
が
っ
た
要

因
　
人
不
足
」
（
田
浦
樹
さ

ん
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
フ
ロ
ー

テ
ッ
ク
・
兵
庫
工
場
）
が
選

出
さ
れ
、
佳
作
に
は
10
作
品

が
選
ば
れ
た
。

入選作・佳作が決定
大賞「自動化で 進む作業と 減る知識」

２
０
２
５
も
の
づ
く
り
川
柳

　
日
本
工
作
機
械
工
業
会
（
Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｂ
Ａ
）
は
、
２
０
２
４
年
12
月
の
受
注
統
計

を
ま
と
め
、
２
０
２
４
年
１
〜
12
月
の
工
作
機
械
の
受
注
総
額
は
、
過
去
８
番
目

の
高
水
準
と
な
る
１
兆
４
８
５
１
億
９
０
０
万
円
（
前
年
同
期
比
０
・
１
％
減
）

と
な
っ
た
。
外
需
が
好
調
で
、
１
兆
５
０
０
０
億
円
に
は
届
か
な
か
っ
た
が
、
前

年
か
ら
ほ
ぼ
横
ば
い
を
維
持
し
た
。

回
っ
た
。
外
需
ト
ー
タ
ル
で

は
２
年
ぶ
り
に
増
加
し
、
４

年
連
続
で
１
兆
円
を
超
え
、

過
去
３
番
目
の
高
水
準
を
記

録
し
た
。

　
地
域
別
で
は
、
欧
州
は
19

・
１
％
減
の
１
８
８
８
億
円

と
伸
び
悩
み
、
ド
イ
ツ
の
26

・
８
％
減
、
イ
タ
リ
ア
の
27

・
０
％
減
、
ト
ル
コ
も
12
・

４
％
減
、
イ
ギ
リ
ス
の
16
・

５
％
減
な
ど
フ
ラ
ン
ス
を
除

く
主
要
国
が
軒
並
み
低
調
と

な
っ
た
。

　
ア
ジ
ア
は
、
21
・
０
％
増

の
５
１
７
２
億
円
で
、
過
去

４
番
目
の
数
字
を
記
録
。
中

国
は
23
・
０
％
増
の
３
３
７

１
億
円
、
好
調
が
続
く
イ
ン

ド
は
25
・
６
％
増
の
６
４
２

億
円
、
韓
国
は
18
・
３
％
増

の
２
９
６
億
円
、
台
湾
は
10

・
２
％
増
の
２
２
３
億
円
、

ベ
ト
ナ
ム
は
２
倍
超
と
な
る

１
０
３
・
４
％
増
の
２
１
２

億
円
と
な
り
、
年
後
半
に
は

Ｅ
Ｖ
や
Ｉ
Ｔ
関
連
の
大
型
受

注
も
あ
り
、
タ
イ
な
ど
一
部

の
国
を
除
い
て
全
域
で
好
調

だ
っ
た
。

　
北
米
は
、
４
・
５
％
減
の

３
０
６
２
億
円
。
前
年
を
下

回
っ
た
が
、
航
空
宇
宙
関
連

や
一
般
機
械
が
底
堅
く
推

移
。
ア
メ
リ
カ
は
５
・
２
％

減
の
２
６
７
２
億
円
、
メ
キ

シ
コ
は
５
・
３
％
増
の
１
９

６
億
円
、
カ
ナ
ダ
は
３
％
減

の
１
９
２
億
円
と
な
っ
た
。

　
一
方
で
内
需
は
伸
び
悩

み
、
７
・
４
％
減
の
４
４
１

５
億
３
８
０
０
万
円
。
業
種

別
で
は
、
自
動
車
は
９
・
５

％
減
の
９
１
０
億
円
、
電
気

・
精
密
機
械
は
５
・
１
％
減

の
５
４
７
億
円
、
一
般
機
械

は
11
・
１
％
減
の
１
８
１
０

億
円
と
主
要
業
種
が
低
調
。

一
方
、
航
空
機
・
造
船
・
輸
送

機
械
は
20
・
１
％
増
の
２
４

２
億
円
、
金
属
製
品
は
１
・

１
％
増
の
３
７
２
億
円
と
前

年
を
上
回
っ
た
。
期
待
さ
れ

て
い
た
半
導
体
関
連
や
Ｅ
Ｖ

関
連
の
回
復
が
見
ら
れ
ず
、

国
内
需
要
が
伸
び
悩
ん
で
２

年
連
続
で
減
少
と
な
っ
た
。

４
月
１
日
付
で

社
長
に
重
野
常
務

横
河
電
機

　
横
河
電
機
は
、
４
月
１
日

付
の
執
行
役
の
異
動
を
発
表

し
、
奈
良
寿
取
締
役
代
表
執

行
役
社
長
が
取
締
役
会
長
代

表
執
行
役
と
な
り
、
新
た
な

取
締
役
代
表
執
行
役
社
長
に

重
野
邦
正
執
行
役
常
務
が
就

任
す
る
。

　
こ
の
ほ
か
中
岡
興
志
執
行

役
専
務
エ
ネ
ル
ギ
ー
＆
サ
ス

テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
事
業
本
部
長

が
執
行
役
常
務
デ
ジ
タ
ル
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
統
括
本
部
長

に
、
竹
岡
一
彦
執
行
役
常
務

エ
ネ
ル
ギ
ー
＆
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
事
業
本
部
長
が
執
行

役
常
務
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
統
括
本
部
長
、
田
野

口
宏
執
行
役
常
務
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
中
国

・
韓
国
統
括
代
表
兼
横
河
電

機
（
中
国
）
有
限
公
司
社
長

が
執
行
役
常
務
横
河
プ
ロ
ダ

ク
ト
本
部
長
執
行
役
横
河
プ

ロ
ダ
ク
ト
本
部
長
に
就
任
す

る
。

　
24
年
は
外
需
が
好
調
で
、

外
需
の
受
注
総
額
は
１
兆
４

３
５
億
７
１
０
０
万
円
で
、

前
年
同
期
比
を
３
・
４
％
上

JMTBA「2024年工作機械受注統計」

総額は横ばい１兆4851億円

0

500000

1000000

1500000

2000000
工作機械受注総額統計推移2008-2024（単位：百万円）

2008年 2016年 2024年

■内需

■外需



２０２５年（令和７年）２月１２日　　　（2）

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
拡
充

シ
ン
プ
ル
用
と
最
上
位 

投
入

　
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
は
、
モ
ー
タ
制
御

製
品
の
ソ
フ
ト
ス
タ
ー
タ
「
Ａ
ｌ
ｔ
ｉ
ｖ
ａ
ｒ
　
Ｓ
ｏ

ｆ
ｔ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ
ｅ
ｒ
」
（
ア
ル
テ
ィ
バ
ソ
フ
ト
ス

タ
ー
タ
）
に
つ
い
て
、
シ
ン
プ
ル
マ
シ
ン
用
「
Ａ
Ｔ
Ｓ

４
３
０
シ
リ
ー
ズ
」
と
最
上
位
モ
デ
ル
「
Ａ
Ｔ
Ｓ
４
９

０
シ
リ
ー
ズ
」
の
２
モ
デ
ル
を
追
加
し
た
。

　
ソ
フ
ト
ス
タ
ー
タ
は
モ
ー

タ
の
シ
ョ
ッ
ク
レ
ス
な
始
動

・
停
止
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
の
機
器
で
、
コ
ン
ベ
ア
や

ポ
ン
プ
、
フ
ァ
ン
な
ど
の
モ

ー
タ
制
御
に
お
け
る
始
動
・

停
止
時
の
負
荷
低
減
に
対
し

て
世
界
で
は
広
く
使
わ
れ
て

い
る
が
、
日
本
で
は
速
度
制

御
が
不
要
な
場
合
で
も
イ
ン

バ
ー
タ
が
用
い
ら
れ
る
場
合

が
多
く
、
ソ
フ
ト
ス
タ
ー
タ

は
マ
イ
ナ
ー
な
存
在
だ
っ

た
。
そ
れ
に
対
し
同
社
は
２

０
２
４
年
に
ソ
フ
ト
ス
タ
ー

タ
を
発
売
し
、
導
入
実
績
も

増
え
、
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
を
拡
充
し
た
。

　
Ａ
Ｔ
Ｓ
４
３
０
シ
リ
ー
ズ

Altivar Soft Starter

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク「
ソ
フ
ト
ス
タ
ー
タ
」

は
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
産
業

用
装
置
向
け
の
ソ
フ
ト
ス
タ

ー
タ
で
、
コ
ン
ベ
ア
や
フ
ァ

ン
、
ポ
ン
プ
、
コ
ン
プ
レ
ッ

サ
な
ど
の
制
御
に
最
適
。

　
バ
イ
パ
ス
リ
レ
ー
内
蔵
、

ト
ル
ク
制
御
、
電
力
＆
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

現場川柳番外編〝オートメーション〟現場川柳

作：橋さん　画：見ル野栄司氏
「見ないふり 出した不良が 里帰り」

OPTEX FA CO., LTD.

フ
ラ
ッ
シ
ュ
表
示
灯
に

赤
青
緑
の
３
色
発
光
も

　
パ
ト
ラ
イ
ト
は
、
フ
ラ
ッ

シ
ュ
表
示
灯
「
Ｇ
Ｌ
10
シ
リ

ー
ズ
」
に
つ
い
て
、
赤
緑
青

の
３
色
発
光
仕
様
を
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
に
追
加
し
た
＝
写

真
。

　
パ
ト
ラ
イ
ト
は
、
直
径
60

㍉
㍍
の
積
層
信
号
灯
「
Ｌ
Ｒ

６
シ
リ
ー
ズ
」
に
つ
い
て
、

Ｍ
12
コ
ネ
ク
タ
仕
様
を
追
加

し
た
＝
写
真
。

　
Ｍ
12
コ
ネ
ク
タ
は
、
産
業

用
の
堅
牢
な
円
形
コ
ネ
ク
タ

で
防
水
・
防
塵
性
能
が
高
い

接
続
方
式
。
信
号
伝
達
や
電

力
供
給
を
安
定
し
て
行
う
こ

と
が
で
き
る
。

　
同
製
品
は
、
Ｍ
12
コ
ネ
ク

　
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
は
、
人
や
モ
ノ

の
接
近
を
検
知
で
き
る
、
セ

ー
フ
テ
ィ
レ
ー
ザ
ス
キ
ャ
ナ

「
Ｓ
Ｅ
２
Ｌ
形
」
に
つ
い

て
、
耐
環
境
性
能
を
は
じ
め

各
種
機
能
を
強
化
し
た
「
Ｓ

Ｅ
２
Ｌ
　
Ａ
ｄ
ｖ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ

ｄ
」
を
発
売
し
た
＝
写
真
。

　
同
製
品
は
、
受
光
回
路
を

新
開
発
し
、
ス
キ
ャ
ナ
の
内

部
構
造
を
改
良
す
る
こ
と

Ａ
Ｇ
Ｖ
・
Ａ
Ｍ
Ｒ
に
最
適

セ
ー
フ
テ
ィ
レ
ー
ザ
ス
キ
ャ
ナ

ＩＤＥＣ

医
薬
・
食
品
製
造
の
Ｄ
Ｘ
加
速

品
質
保
証

プ
ロ
セ
ス

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

横河電機

キ
ー
エ
ン
ス「
ラ
イ
ト
カ
ー
テ
ン
」

�

発
光
種
別
で
状
態
把
握

機
能
な
ど
も
実
装
し
て
い

る
。

　
Ａ
Ｔ
Ｓ
４
９
０
シ
リ
ー
ズ

は
最
上
位
モ
デ
ル
と
な
り
、

産
業
用
マ
シ
ン
や
プ
ロ
セ

ス
、
イ
ン
フ
ラ
向
け
に
適

し
、
コ
ン
ベ
ア
や
フ
ァ
ン
、

ポ
ン
プ
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
、

破
砕
機
や
撹
拌
機
な
ど
の
シ

ビ
ア
な
制
御
に
も
対
応
。

　
バ
イ
パ
ス
リ
レ
ー
内
蔵
を

は
じ
め
、
標
準
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー

バ
機
能
や
電
力
＆
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機

能
、
安
全
機
能
の
Ｓ
Ｔ
Ｏ

（
セ
ー
フ
ト
ル
ク
オ
フ
）
、

防
爆
認
証
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｘ
／
Ｉ
Ｅ

Ｃ
Ｅ
ｘ
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
２
４
４

３
―
４
―
２
Ｓ
Ｌ
１
に
準
拠

し
た
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
な
ど
高
機
能
で
高
い
堅
牢

性
を
備
え
て
い
る
。

で
、
従
来
製
品
と
比
べ
て
耐

環
境
性
能
を
大
幅
に
強
化
。

粉
塵
、
外
乱
光
な
ど
に
よ
る

セ
ン
サ
へ
の
影
響
を
大
幅
に

減
ら
し
、
誤
検
知
を
低
減
す

る
。
光
学
窓
に
導
電
性
コ
ー

ト
を
施
し
、
汚
れ
や
ホ
コ
リ

の
付
着
リ
ス
ク
を
大
幅
に
低

減
し
、
機
械
の
意
図
し
な
い

停
止
を
防
止
し
、
現
場
の
安

全
性
と
生
産
性
を
両
立
を
実

現
す
る
。

　
防
護
領
域
５
㍍
、
検
出
角

度
２
７
０
度
の
広
範
囲
の
検

出
性
能
を
維
持
し
つ
つ
、
警

告
領
域
の
範
囲
を
20
㍍
か
ら

30
㍍
に
拡
大
。
警
告
領
域
を

拡
大
す
る
こ
と
で
Ａ
Ｍ
Ｒ
な

ど
の
移
動
体
ロ
ボ
ッ
ト
に
搭

載
し
て
周
囲
の
地
図
を
作
成

す
る
際
に
、
よ
り
広
い
範
囲

を
マ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
Ａ
Ｇ
Ｖ
・
Ａ
Ｍ
Ｒ

に
必
要
な
安
全
機
能
を
搭
載

し
た
、
同
社
製
安
全
自
律
走

行
ホ
イ
ー
ル
「
Ｓ
Ｗ
Ｄ
」
等

と
組
み
合
わ
せ
た
、
Ａ
Ｇ
Ｖ

・
Ａ
Ｍ
Ｒ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

と
し
て
も
提
供
が
可
能
。
エ

ン
コ
ー
ダ
入
力
を
追
加
し
、

２
軸
監
視
を
可
能
と
し
た
こ

と
で
、
速
度
や
カ
ー
ブ
に
連

動
し
た
エ
リ
ア
切
り
替
え
が

簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な
る

な
ど
、
Ａ
Ｇ
Ｖ
・
Ａ
Ｍ
Ｒ
に

使
用
す
る
際
の
利
便
性
を
高

め
て
い
る
。

　
価
格
は
オ
ー
プ
ン
で
、
活

用
シ
ー
ン
に
よ
っ
て
選
べ
る

よ
う
ケ
ー
ブ
ル
タ
イ
プ
、
コ

ネ
ク
タ
タ
イ
プ
の
２
機
種
を

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。

　
横
河
電
機
は
、
Ｏ
ｐ
ｒ
ｅ

Ｘ
　
Ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

ａ
ｌ
　
Ｒ
ｉ
ｓ
ｋ
　
Ｍ
ａ
ｎ

ａ
ｇ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
の
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
と
し
て
、
医
薬
品
・

食
品
製
造
に
お
け
る
品
質
保

証
プ
ロ
セ
ス
の
Ｄ
Ｘ
を
、
加

速
さ
せ
る
ク
ラ
ウ
ド
型
サ
ー

ビ
ス
「
Ｏ
ｐ
ｒ
ｅ
Ｘ
　
Ｑ
ｕ

ａ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
　
Ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ

ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
　
Ｓ
ｙ
ｓ
ｔ
ｅ

ｍ
」
を
発
売
し
た
＝
写
真
。

　
同
製
品
は
、
医
薬
品
や
食

品
製
造
に
お
け
る
品
質
保
証

業
務
に
つ
い
て
、
「
逸
脱
」

と
呼
ば
れ
る
製
造
手
順
や
設

定
さ
れ
た
基
準
か
ら
の
か
い

離
や
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ａ
へ
の
対
応
、

　
キ
ー
エ
ン
ス
は
、
小
型
堅

牢
の
ラ
イ
ト
カ
ー
テ
ン
「
Ｇ

Ｌ
―
Ｖ
シ
リ
ー
ズ
」
を
発
売

し
た
。

　
同
製
品
は
、
本
体
に
ラ
イ

ン
表
示
灯
を
搭
載
し
、
入
光

時
は
緑
、
遮
光
時
は
赤
く
光

っ
て
表
示
さ
れ
て
目
立
つ
の

で
、
現
場
に
ラ
イ
ト
カ
ー
テ

ン
の
存
在
を
知
ら
し
め
、
誤

っ
て
遮
光
す
る
こ
と
を
防
止

で
き
る
。
本
体
だ
け
で
状
態

が
一
目
で
分
か
り
、
離
れ
た

と
こ
ろ
か
ら
、
ど
の
ラ
イ
ト

カ
ー
テ
ン
が
遮
光
し
て
い
る

の
か
が
把
握
し
や
す
く
復
旧

速
度
を
高
め
ら
れ
る
ほ
か
、

受
光
量
の
低
下
や
エ
ラ
ー
の

際
は
異
な
る
光
の
パ
タ
ー
ン

に
な
り
、
対
応
も
し
や
す
く

な
る
。

　
ま
た
光
の
パ
タ
ー
ン
を
利

用
し
、
立
ち
上
げ
時
に
は
誤

配
線
な
ど
の
異
常
の
報
知
や

光
軸
合
わ
せ
を
ガ
イ
ド
し
て

作
業
を
支
援
す
る
ほ
か
、
稼

働
時
も
、
入
光
・
遮
光
状
態

に
加
え
、
投
受
光
面
の
汚
れ

や
光
軸
が
ズ
レ
て
い
る
時
に

は
緑
が
間
引
き
状
態
で
点
灯

し
た
り
、
遮
光
時
に
は
遮
光

領
域
以
外
は
赤
く
点
灯
す
る

な
ど
投
受
光
面
の
状
態
が
一

目
で
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

　
本
体
サ
イ
ズ
は
22
×
22
㍉

㍍
の
小
型
サ
イ
ズ
で
、
金
属

製
造
手
順
の
変
更
、
文
書
改

訂
な
ど
、
品
質
保
証
に
関
わ

る
フ
ロ
ー
を
追
跡
し
一
元
管

理
し
、
業
務
の
効
率
化
や
継

続
的
な
改
善
に
つ
な
げ
る
た

め
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
ク

ラ
ウ
ド
型
サ
ー
ビ
ス
。

　
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
を
ノ
ー
コ

ー
ド
で
構
築
で
き
、
品
質
保

証
プ
ロ
セ
ス
を
柔
軟
に
改
善

で
き
る
ほ
か
、
新
機
能
な
ど

の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が
短
期
間

で
実
施
可
能
。
製
造
実
行
管

理
シ
ス
テ
ム
や
品
質
情
報
管

理
シ
ス
テ
ム
な
ど
と
連
携
で

き
る
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ネ
ク
タ

を
標
準
装
備
し
、
他
シ
ス
テ

ム
と
の
デ
ー
タ
統
合
に
か
か

る
手
間
や
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ

ー
を
削
減
し
、
効
率
的
で
精

度
の
高
い
品
質
管
理
業
務
を

実
現
で
き
る
。

　
監
査
証
跡
や
ユ
ー
ザ
ー
管

理
の
方
法
は
グ
ロ
ー
バ
ル
基

準
の
医
薬
品
規
制
に
準
拠
し

デ
ー
タ
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
を

向
上
し
、
最
新
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
プ
ロ
ト
コ
ル
を
備
え
、

強
固
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
も
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

筐
体
で
肉
厚
３
㍉
㍍
の
堅
牢

ボ
デ
ィ
で
剛
性
も
高
く
、
設

置
場
所
を
選
ば
ず
に
使
用
可

能
。
ツ
イ
ン
バ
ン
パ
ー
構
造

で
レ
ン
ズ
面
の
破
損
も
防
止

し
て
い
る
。

　
高
輝
度
Ｌ
Ｅ
Ｄ
前
面
に
専

用
設
計
の
レ
ン
ズ
を
設
置

し
、
光
の
広
が
り
を
抑
え
て

光
量
を
高
め
、
小
型
な
が
ら

検
出
距
離
は
15
㍍
の
ハ
イ
パ

ワ
ー
を
実
現
。
過
酷
な
環
境

で
も
安
心
し
て
使
う
こ
と
が

で
き
る
。

タ
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
ケ
ー
ブ
ル
１
本
で
の
配
線

が
可
能
と
な
り
、
配
線
工
数

を
削
減
。
設
備
導
入
時
の
信

号
灯
の
取
り
付
け
・
取
り
外

し
が
簡
単
に
で
き
る
。
ま
た

Ｍ
12
コ
ネ
ク
タ
配
線
に
よ
っ

て
防
水
性
が
確
保
さ
れ
、
中

継
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
が
不
要

で
部
品
点
数
を
削
減
。
配
線

も
シ
ン
プ
ル
に
な
り
、
誤
配

線
に
よ
る
ミ
ス
を
防
止
し
、

ラ
イ
ン
移
設
時
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
作
業
の
手
戻
り
を
防
止

で
き
る
。

ｍ
／
ｓ２

と
振
動
に
強
く
、
保

護
等
級
は
防
塵
と
防
水
を
高

め
た
Ｉ
Ｐ
69
Ｋ
で
、
高
温
高

圧
洗
浄
に
対
応
。
使
用
温
度

範
囲
は
マ
イ

ナ
ス

40
度
〜
プ
ラ

ス

85
度

で
、
温
湿
度
環
境
に
強
く
、

結
露
に
よ
る
曇
り
を
防
ぐ
ベ

ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
機
能
も
搭

載
し
て
い
る
。
特
に
建
設
機

械
が
求
め
る
タ
フ
な
環
境
性

能
と
炎
天
下
で
も
わ
か
り
や

す
い
抜
群
の
視
認
性
を
備
え

て
い
る
。

　
３
色
発
光
と
異
な
る
フ
ラ

ッ
シ
ュ
パ
タ
ー
ン
の
組
み
合

わ
せ
で
直
観
的
に
判
断
で

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
態
報
知

が
可
能
。
フ
ラ
ッ
シ
ュ
パ
タ

ー
ン
の
明
確
な
差
に
よ
っ
て

発
光
色
に
頼
ら
な
い
色
覚
バ

リ
ア
フ
リ
ー
も
実
現
し
て
い

る
。
従
来
品
と
同
様
に
Ｃ
Ａ

Ｎ
通
信
と
電
圧
印
加
の
２
種

類
の
制
御
仕
様
を
そ
ろ
え
て

い
る
。

パ
ト
ラ
イ
ト「
積
層
信
号
灯
」

 

Ｍ
12
コ
ネ
ク
タ

仕
様
登
場

ノ
イ
ズ
フ
ィ
ル
タ

４
モ
デ
ル
を
追
加

コ
ー
セ
ル

　
コ
ー
セ
ル
は
、
三
相
４
線

式
ノ
イ
ズ
フ
ィ
ル
タ
「
Ｙ
Ａ

Ｃ
シ
リ
ー
ズ
」
に
つ
い
て
、

１
２
０
Ａ
、
１
６
０
Ａ
、
２

０
０
Ａ
、
３
０
０
Ａ
の
４
モ

デ
ル
を
追
加
し
た
。

　
産
業
機
器
の
小
型
化
・
高

効
率
化
に
伴
い
、
機
器
内
部

か
ら
出
る
ノ
イ
ズ
を
抑
制
す

る
ノ
イ
ズ
フ
ィ
ル
タ
へ
の
要

求
も
多
様
化
し
、
特
に
海
外

で
は
Ｎ
相
含
め
た
三
相
４
線

式
の
高
減
衰
ノ
イ
ズ
フ
ィ
ル

タ
が
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て

い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
同
製
品
は
、

海
外
市
場
の
幅
広
い
要
求
に

対
応
す
る
た
め
に
開
発
し
た

三
相
４
線
式
ノ
イ
ズ
フ
ィ
ル

タ
。
５
０
０
／
２
８
９
Ｖ
Ａ

Ｃ
と
幅
広
い
入
力
電
圧
で
世

界
各
国
の
三
相
＋
Ｎ
相
の
ノ

イ
ズ
対
策
に
対
応
。
三
相
３

線
式
の
従
来
品
よ
り
も
小
型

化
し
、
１
２
０
Ａ
か
ら
３
０

０
Ａ
ま
で
同
一
筐
体
と
し
、

容
量
変
更
に
も
柔
軟
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
安
全
規
格
に
つ
い
て
も
、

Ｕ
Ｌ
（
ア
メ
リ
カ
）
、
Ｃ
―

Ｕ
Ｌ
（
カ
ナ
ダ
）
、
Ｄ
Ｅ
Ｍ

Ｋ
Ｏ
（
デ
ン
マ
ー
ク
）
、
Ｅ

Ｎ
Ｅ
Ｃ
、
Ｕ
Ｌ
６
０
９
３

（
Ｏ
Ｖ
Ｃ
Ⅲ
、
高
度
３
０
０

０
ｍ
対
応
）
、
Ｅ
Ｎ
６
０
９

３
（
Ｏ
Ｖ
Ｃ
Ⅲ
、
高
度
３
０

０
０
ｍ
対
応
）
を
取
得
し
て

い
る
。

　
大
電
力
事
務
機
器
、
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
、
パ
ワ
ー

サ
プ
ラ
イ
、
Ｆ
Ａ
機
器
等
に

最
適
と
な
っ
て
い
る
。

YACシリーズ

Ｇ
Ｌ
︱
Ｖ
シ
リ
ー
ズ

　
同
製
品
は
、
耐
振
１
１
０

ｍ
／
ｓ２

、
耐
衝
撃
１
０
０
０

重負荷用電磁接触器

高頻度開閉能力を持った
クラッパー形電磁接触器
AC200～550V 80～600A
DC100～220V 80～600A

2024年10月から社名を変更しました



（3）　　　２０２５年（令和７年）２月１２日

ータルコスト削減とコンパクト化を可能とした。ロボ
ット質量当たりの可搬能力を従来製品の1.6倍にする
とともに、モータでの消費電力を約45%削減した点な
どが評価された。

■�東芝、Toishiba Clipでパワー半導体で社会課題
に立ち向かう若手技術者のインタビューを掲載

　東芝は、同社のトレンド
を紹介するWEB「Toshiba�
Clip」で、パワー半導体で社
会課題に取り組む若手技術
者のインタビュー「パワー
半導体で社会課題に立ち向
かう!　異なる個性を持つ、若き2人の技術者が描く未
来～理念ストーリー�We�are�Toshiba～」を公開した。

■�フエニックス・コンタクト、低圧用サージ保護
デバイス（電源用SPD）で公共建築協会の評
価書を取得
　フエニックス・コンタクトは、低圧用サージ保護機
器（電源用SPD）の全5シリーズについて、公共建築
協会の建築材料・設備等品質性能評価を受け評価書を
取得した。
　評価書は、公共建築の営繕工事において使用される
材料等が、国土交通省の公共建築工事標準仕様書に適
合することを証明し、その工事受注者と発注者間の多
大な労力を軽減する目的で発行されるもの。
　対象製品は、低圧用（電源用）SPD�クラスⅠの
FLT-MBシリーズ、FLT-SECシリーズ、低圧用（電
源用）SPD�クラスⅡのVAL-SPPシリーズ、VAL-
SECシリーズ、SP-EE-VAL-MBシリーズの5シリー
ズ。

■�北陽電機、PoR給電タイプ測域センサ「UST-
10LXB-H02」紹介動画を公開

　北陽電機は、PoE給電が可能な測域センサの新製品
「UST-10LXB-H02」の解説動画をYoutubeで公開し
た。PoE給電によって省配線・設置の効率化が可能に
なっている。

■�不二電機工業、表示灯・表示器の生産拠点をみ
なみ草津工場へ変更

　不二電機工業は、生産拠点の再編に伴って、これま
で草津製作所で生産していた表示灯・表示器の生産を
みなみ草津工場に変更する。2025年10月生産分から組
み立て、検査工程を移管し、組み立て、検査、出荷が
連携する一貫した生産体制を確立する。
　対象機種は、丸形LED表示灯や集合表示灯、マク
リット表示器�など表示灯・表示器全般と電子応用機
器のアナンシェーターリレー。

■�ECADソリューションズ、ECADライブラリ
公開　キーエンスのセンサなど追加

　ECADソリューションズは、ECADライブラリを公
開し、キーエンスのセンサFRシリーズ、三菱電機の
無線ユニットSWL90シリーズ、安川電機のマシンコ

■�三菱電機、コンデンサ関連機器を販売終了　　
代替品は指月電機製作所製を推奨

　三菱電機は、受配電関連市場で提供してきたコンデ
ンサ関連機器について、配電用変圧器事業の譲渡に伴
い、コンデンサ関連機器も販売を終了する。対象機種
は進相コンデンサ、直列リアクトル、進相コンデンサ
設備、特定用途コンデンサ,�放電コイル、交流フィル
タ設備�全機種。最終受注期限は2025年7月31日、最終
出荷期限は2026年1月30日。代替品は指月電機製作所
製品を推奨している。

■�三菱電機、インドのソフトウエア企業「Gervi 
greind Data Science Pvt Ltd.」に出資

　三菱電機は、100%子会社の三菱電機インドを通じ
て、ノーコードでデータ分析・レポート作成などを可
能とするアプリケーションを開発・販売するインド発
のソフトウエアスタートアップ企業Gervigreind�
Data�Science�Pvt�Ltd.（ジェルヴィグレインドデー
タサイエンス、GDSPL社）と共同開発および営業連
携に関わる協業契約を締結し出資する。GDSPL社の
保有するアプリケーションと同社のFA機器やFAソリ
ューションソフトウエアを組み合わせ、FAデジタル
ソリューション事業を強化する。

■�オムロンソーシアルソリューションズ、住宅向
けマルチV2Xシステム「KPEP-A-2シリー
ズ」発売
　オムロンソーシアルソリューションズは、主に住宅
に向け、単機能V2Xシステムに太陽光発電と電気自動
車（EV・PHEV）のハイブリッドシステムを統合し
たマルチV2Xシステム「KPEP-A-2シリーズ」を4月
から発売する。

■�安川電機、1㌧可搬スカラロボット「MOTO 
MAN-ME1000」が省エネ大賞の経済産業大
臣賞を受賞
　安川電機が2024年11月に製品化したバッテリ搬送用
1㌧可搬スカラロボット「MOTOMAN-ME1000」
が、省エネルギーセンター主催「2024年度省エネ大
賞」で最上位の「経済産業大臣賞」（製品・ビジネス
モデル部門）を受賞した。
　同製品は、電動自動車（EV）の床面に取り付けら
れることが多い大容量バッテリ組み付けに対応した業
界初となる1㌧可搬質量を持ち、低床部へアクセス可

業務時間中に注文した商品を、最短で翌日の午前中に
受け取ることが可能になる。
　また、2025年には同サービスを一部地域を除く全国
に拡大する予定です。

■�スズデン、情報誌「Bell67号」発刊　全104
ページ

　スズデンは、「快適工場づくりのキーワード『品
質』『環境』『安全』を実現する多彩なテクニカル・
レポート」をテーマに発行している情報誌「Bell」の
最新号67号を発刊した。全107ページで紹介してお
り、今回は、TECS/TEPSシリーズ～小型・高効率化
実現方法～（コーセル）、富士電機のプログラマブル
表示器用作画ソフト「MONITOUCH�Smart�Editor」、
簡単に設備の稼働監視ができるWD�PROシリーズ
（パトライト）、三菱製小型シーケンサ�FX5Sシリー
ズなどを紹介している。

イベントセミナー

■�立花エレテック、27日Webセミナー「ネットワ
ークにおけるデータ処理に高速通信用コネクタ
でつながります」
　立花エレテックは、2月27日10時～Webセミナー
「ネットワークにおけるデータ処理に高速通信用コネ
クタでつながります」を開催する。
　高速インターネットのバックボーンには大容量の基
幹回線があり、超高速でデータ処理がされており、デ
ータ処理をする各装置（ネットワーク機器、データセ
ンター、サーバ等）間、機器内の接続ではコネクタを
通してデータの送受信がされている。セミナーでは高
速通信(伝送）に適したTE社のコネクタ類を紹介す
る。

■�EPLAN、Webセミナーアーカイブ公開中
「Eplanの特長と差別化ポイント―電気設計効
率化のヒント―」
　EPLANは、Webセミナー「Eplanの特長と差別化
ポイント―電気設計効率化のヒント―」をアーカイブ
公開中。Eplanの電気CADの特長、導入事例、導入概
算費用について解説している。

■�リタール、20日オンラインセミナー「ハノーバ
ーメッセから見るグローバル製造業の革新：技
術の進化と今後の動向」
　リタールは、2月20日に、昨年10月に開催し好評だ
ったオンラインセミナー「過去3年分のテーマを振り
返る　ハノーバーメッセから見るグローバル製造業の
革新：技術の進化と今後の動向」を再配信する。
　セミナーでは、ここ数年のハノーバーメッセで発表
された最新技術やイノベーションを用いた、製造業の
ショーケースの変遷と今後予想される動きなどについ
て、アルファコンパス代表CEO福本勲氏が解説す
る。過去のハノーバーメッセのテーマや、注目すべき
技術・ショーケースなどを振り返り、ドイツ・日本を
はじめとした製造業におけるデジタル化や脱炭素化の
対応の方向性を確認する。

ントローラMPX1000シリーズ、MP3000シリーズ、
SLIO�I-Oシリーズ、YRM1000シリーズを公開した。
今回の更新によって部品点数は265万7782点となった。

■�アイエイアイ、情報誌「コーヒータイム」2・3
月号を公開

　アイエイアイは、2カ月ごとに新商品情報やイベン
ト情報、新技術などの情報をまとめている情報誌「コ
ーヒータイム」について、2・3月号を公開した。同号
では、「飲料パックのセンタリング機構」の事例紹介
などを掲載している。

■�CKD、「漫画でわかるCKD! Vol.4 LTEリモ
ートコントローラ」を公開

　CKDは、同社の製品を漫画で紹介する「漫画でわ
かるCKD!」について、「Vol.4�LTEリモートコント
ローラ」を公開した。

■�住友重機械工業、半導体業界向けレーザーアニ
ール装置メーカーのLASSE社を子会社化

　住友重機械工業は、SCREENセミコンダクターソ
リューションズのフランス子会社で半導体製造装置事
業を営むLaser�Systems&Solutions�of�Europe�SASU
（以下「LASSE社」）の全株式を取得し、子会社化
した。
　LASSE社はパワー半導体向けレーザーアニールで
欧州市場での実績があり、電気自動車（EV）や再生
可能エネルギーソリューションの需要増加に伴って重
要な役割を果たしている。子会社化によってLASSE
社が持つ顧客基盤やネットワーク、研究開発能力等の
リソースを相互に補完し、競争優位性を確保し、半導
体事業の拡大を目指す。

■�NSK、「NSK Stories」に新企業広告「___ 
with Motion&Control」の制作の裏側紹介記
事を公開
　NSKは、NSKグループの新しい動きを紹介するWeb
マガジン「NSK�Stories」に、新企業広告「___with�Mo�
tion&Control」の制作の裏側に迫る記事「アイデア
をカタチにするためのプロセス　NSKがつくる『あ
たらしい振り子』」を公開した。
　同社製品でビジョン「あたらしい動きをつくる。」
を表現する企業広告「___�with�Motion&Control」に
ついて、2024年は「Swinging�with�Motion&Control」
と題して、ベアリングを使った「振り子」のような動
きをつくった。その裏側を参画した8人のエンジニア
たちがそれぞれの視点で語っている。

■�モノタロウ、平日17時までの注文で最短当日
出荷の対象地域を北関東と甲信越地域に拡大

　モノタロウは、平日17時までに注文すると最短当日
出荷する対象地域を北関東と甲信越地域に拡大した。
これにより南関東の東京都、千葉県、埼玉県、神奈川
県、関西の大阪府、兵庫県、京都府、奈良県、滋賀
県、和歌山県に続き、北関東の茨城県、群馬県、栃木
県、甲信越の新潟県、長野県、山梨県のユーザーは、

能（地上同一面ま
で降下可能）なス
カラロボット。こ
れまで重量物搬送
では垂直多関節型
ロボットが多く使
われており、ロボ
ットサイズや非常
に大きなエネルギ
ー消費量が課題だ
ったが、同製品は
モータ総容量を小
容量化することで
消費電力を削減
し、生産設備のト
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製品の関西流通の中継地、隣接する伊藤園関西茶業の
入出庫倉庫としても機能し、関西エリアの物流体制を
強化する。敷地面積は1万6336平方㍍。建築面積は
7569平方㍍。延床面積は7721平方㍍。

■�JFEスチール、広島県福山市の西日本製鉄所
で自動車用超ハイテン鋼板用の溶融亜鉛めっ
きライン建設

　JFEスチールは、自動車用超ハイテン鋼板の需要拡
大の対応に向け、広島県福山市の西日本製鉄所（福山
地区）に溶融亜鉛めっきライン（CGL）を新設する。
　自動車業界では、世界的に年々厳しくなる環境規
制、衝突安全基準に対応するため車体の軽量化と高強
度化が進んでおり、加工性の良い自動車用超ハイテン
鋼板は今後も需要拡大が見込まれている。今回の設備
投資により、JEFORMAシリーズを含めた自動車用
超ハイテン鋼板の生産能力を増強し、拡大する需要に
対応し、将来の高強度化・高機能化ニーズへも対応し
ていく。2028年10月稼動予定。生産能力は年間36万
㌧。投資額は700億円。

■�田中精密工業、モビリティ事業部の新車整備
に関わる新工場を富山県富山市に建設

　田中精密工業は、モビリティ事業部（ホンダ自販タ
ナカ）の納車前整備機能である「Honda Gloss 富山 
富山センター」の能力拡大に向け、新車整備に関わる
新工場を建設する。
　ホンダ自販タナカは、2022年から富山県西部地区
の3店舗、入善地区の1店舗を販売ネットワークに加
え、今後のさらなる販売拡大ならびに競争力強化を目
指し、既存店舗併設工場を独立させ新工場を建設し、
整備能力を現在から倍増させる。
　新工場では、商品化キャパシティの増強に加え、車
両移動や作業性など業務効率の大幅な効率アップを実
現し、既存店舗では顧客サービスに特化したサービス
の向上につなげる。
　2025年10月に工事を開始し、2025年12月稼働開始
予定。投資金額は2億円（予定）。

国内

■�三菱鉛筆、山形県西置賜郡飯豊町に鉛筆製造
の新工場

　三菱鉛筆は、鉛筆製造を行っている山形工場（山形
県東置賜郡川西町）の建物老朽化への対応に加え、さ
らなる生産機能の合理化および生産体制の強化を図る
ために、新たに山形県西置賜郡飯豊町に工場を新設。
現工場の鉛筆製造の機能の一部を新工場に移管し、
2025年1月より稼働を開始した。敷地面積は、2万平
方㍍。延床面積は、8064平方㍍。

■�伊藤園、兵庫県神戸市に麦焙煎工場と関西流
通の中継機能を持つ「神戸第二工場」を新設

　伊藤園は、兵庫県神戸市に麦焙煎工場と関西流通の
中継拠点機能を持つ「神戸第二工場」を新設した。
　伊藤園グループの伊藤園産業は、静岡県牧之原市で
「お～いお茶」をはじめとするティーバッグ製品の製
造と麦茶製品の原料焙煎を事業としている。麦茶製品
の需要の増加に伴って、兵庫県神戸市に新たに麦茶リ

海外

■ 島津製作所、中国・蘇州に分析計測機器の新
工場

　島津製作所の中国子会社の島津機器（蘇州）は、江
蘇省蘇州市に第四期工場を建設した。
　新工場は液体クロマトグラフ質量分析計やガスクロ
マトグラフ質量分析計など分析計測機器の生産拠点と
なる。新工場の稼働により建屋面積は従来比2.2倍、
製造能力は同2.4倍となる。
　島津機器蘇州は、中国で販売する分析計測機器を生
産する工場で、1998年に価格競争力を持つ製品の生
産拠点として設立。これまでは、中級機種のLC-MS
や液体クロマトグラフ、紫外可視分光光度計などを製
造してきたが、新工場の建設に合わせて、2023年9月
からは中国国産優遇策の対応としてLC-MS、GC-
MS、ガスクロマトグラフ、エネルギー分散型蛍光X
線分析装置などの上位機種の製造を本格的に開始し
ている。
　新工場では、部品の入出庫や製品の調整検査を自動
化する設備や温度・湿度など生産環境の安定化機構を
取り入れ、太陽光発電設備も設置しCO2排出量の削減
にも取り組む。

■ キユーピー、タイとインドネシアの既存工場
に生産ラインを新設

　キユーピーのグループであるキユーピータイランド
とキユーピーインドネシアは、各既存工場内に生産ラ
インを新設し、稼働を開始した。
　キユーピータイランドではオセアニア地域を中心と
した輸出事業が好調で、2023年度のマヨネーズ類の
輸出実績は2019年度比で3倍以上に急成長している。
急拡大する輸出需要に加え、今後も伸長が見込まれる
タイ国内の需要にも対応するため、今回東南アジアで
初となる高速充填ラインを導入し、従来の約2倍の生
産スピードを実現。マヨネーズ類の年間生産能力3万
6000㌧のうち新棟は1万8000㌧を生産する。また新棟
の屋上にも太陽光パネルを設置し、工場全体の再生可
能エネルギーの割合を約25％から約35％に引き上げ
ている。
　キユーピーインドネシアは、2024年には現地でな
じみのある新商品を発売し、現地の食文化に合わせた
商品開発やメニュ
ー提案で業績は伸
長している。
　また小型スーパ
ーでマヨネーズや
ドレッシング導入
が広がり、商品認
知率も高まってき
ている。生産能力
は 年 間 1 万 9 5 0 0
㌧。このうち新設
ラ イ ン で は 1 万
2000㌧を製造す
る。

ーフ製品向けの麦
焙煎工場を「伊藤
園  神 戸 第 二 工
場」内に新設し、
供給体制を強化す
る。同工場で焙煎
した麦茶原料は、
隣接する伊藤園関
西茶業で製品化す
る。また持続可能
な物流体制の維持
や構築に向けて、
伊藤園の静岡相良
工場（静岡県牧之
原市）で生産した

■�プリントネット、鹿児島県姶良市に「九州第
二工場」新設

　プリントネットは、鹿児島県姶良市に九州第二工場
（仮称）を新設する。
　従来の印刷会社は、人材不足や設備・資材高騰によ
るファブレス経営が増加しており、自社生産能力を有
する印刷会社への需要が高まっている。カスタマーサ
ービスの優位性と価格の観点から、同社への利用増加
も見込まれることから、それに対応すべく新工場を建
設する。
　同工場には新台を増設して4台体制で生産を行う予
定。また、太陽光パネルの設置を始め環境に配慮した
設備を整える。生産設備の集約と自動化を推進し、生
産の効率化と品質の安定化、生産コストや外注費の削
減を実現する。
　土地面積は3万2380平方㍍。建物延床面積は約2000
坪。投資額は約35億円。2026年10月稼働開始予定。

■�NTKセラテック、宮城県富谷市に静電チャッ
クや構造用セラミックス製品製造の新工場建
設

　NTKセラテック、宮城県富谷市に静電チャックや
構造用セラミックス製品を製造する新工場建設する。
2026年度内の稼働開始を予定している。

■�健栄製薬、三重県松阪市の松阪中核工業団地
に医薬品製造の新工場

　健栄製薬は、三重県松阪市の松阪中核工業団地内に
第7工場を新設し、合わせて第5工場の生産能力を増
強する。
　医薬品の安定供給は医療業界における最重要課題で
あり、自社製造による供給体制を大幅に強化すること
により市場の安定化に貢献する。
　新築する第7工場の建設面積は5200平方㍍。第5工
場の改装面積は1720平方㍍。

■�ペプチドリーム、千葉県君津市のかずさアカ
デミアパークに放射性診断薬・治療薬製造の
新工場

　ペプチドリームは、次世代放射性核種（Lu-177、
Ac-225、Cu-64など）を用いた放射性医薬品の新たな
製造拠点として、千葉県君津市のかずさアカデミアパ
ークに工場を新設する。
　同社グループは、独自の創薬開発プラットフォーム
であるPDPS技術を活用し、放射性医薬品（RI）領域
において放射性医薬品の研究開発・製造・販売を行っ
ている。
　稼働中のPDRファーマ千葉工場（千葉県山武市）は現
在販売している放射性診断薬・治療薬の製造を行って
いるが、今後、次世代放射性核種を用いた新たな放射性
治療薬、診断薬と組み合わせたセラノスティクスの上
市を予定しており、国際的な医薬品製造基準に対応し
た製造キャパシティの拡充に向け新工場を建設する。
　新工場は2028年の稼働開始を目指し、2028年まで
の投資規模は100億円程度になる。用地面積は5万
7000平方㍍。設計開始は2025年1月。2026年6月着工
予定。2028年10月操業予定。
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　ホンダの中国の四輪生産販売合
弁会社である広汽本田汽車（広汽
Honda）は、広東省広州市に新設
した「開発区新エネルギー車工
場」の稼働を開始した。
　広汽Hondaの開発区新エネルギ
ー車工場は、高効率、スマート、
低炭素な生産体制に向け最新の生
産設備を導入している。プレス、
溶接工程では部品搬送の自動化に
より物流要員のゼロ化を実現、
AIによる溶接強度検査をグルー
プとして初めて採用した。また組
立工程では、工程全体の約30％
を自動化し、高効率な生産ライン
を実現している。

　環境面では、工場敷地内に
22㍋㍗の太陽光発電システム
を設置。再生可能エネルギー
を活用することで、年間の
CO2排出量を1.3万㌧削減す
る見込み。また、新開発の低
VOC塗料の採用や工場排水
に含まれる有害物質を100％
処理できる設備を導入し、環
境負荷の低減に取り組んでいる。
　中国では、EV「e:N（イーエ
ヌ）」シリーズに加え、2024年
度に新たに発売を予定している次
世代EV「烨（yè：イエ）」シリ
ーズも合わせて、2027年までに
10機種のHondaブランドEVの投

入を予定している。2035年まで
に中国でのEVの販売比率100％
の達成を目指している。
　開発区新エネルギー車工場の年
間生産台数は約12万台。生産機
種はe:NP2、烨シリーズを予定し
ている。投資金額は約700億円。

■�ホンダ、中国広東省広州市で広汽本田汽車の
新エネルギー車の生産工場が稼働


